
１
 
輝
き
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
３
）
地
域
で
育
み
社
会
で
支
え
る
子
育
て
・
子
ど
も
支
援

9
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
件
数

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
件
数

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
件
数

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
件
数

1
0
年
前

9
年
前

8年
前

7
年
前

6
年
前

5年
前

4年
前

3
年
前

2
年
前

1年
前

基
準
値

5
年
後
目
標
値
10
年
後
目
標
値

備
　
考

（
平
成
24
年
度
）（
平
成
2
9年
度
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
件

5
0件

75
件

（
H
19
年
度
）

説
明

出
典
：
子
育
て
支
援
課

基
準
：
各
年
度
の
合
計

＊
平
成
1
9
年
1
0
月
1
日
か
ら
事
業
開
始

　
基
準
値
は
2
0
年
2
月
1
4日
現
在

　
1
日
1組
＝
１
件
と
す
る

目
標
指
標
の
趣
旨
：
子
育
て
を
支
え
る
体
制
の
目
安
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
利
用
の
増
加
を
目
指
す

目
標
値
の
捉
え
方

 
5年
後
の
目
標
：
5
0組
（
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
組
み
合
わ
せ
＝
50
件
）
を
目
指
す

1
0年
後
の
目
標
：
7
5組
（
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
組
み
合
わ
せ
＝
75
件
）
を
目
指
す

（
担
当
：
子
育
て
支
援
課
）

- 
9
 
-

１
 
輝
き
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
４
）
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
学
校
教
育

10
子
ど
も
が
地
区
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合

子
ど
も
が
地
区
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合

子
ど
も
が
地
区
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合

子
ど
も
が
地
区
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合

1
0
年
前

9
年
前

8年
前

7
年
前

6
年
前

5年
前

4年
前

3
年
前

2
年
前

1年
前

基
準
値

5
年
後
目
標
値
10
年
後
目
標
値

備
　
考

H1
9

（
平
成
24
年
度
）（
平
成
2
9年
度
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

4
7
.8
％

50
.
0％

5
5
.0
％
市
民
意
識
調
査

（
H
19
年
度
）

説
明

出
典
：
市
民
意
識
調
査

調
査
時
期
：
H
1
9.
1
0月
、
H
2
0.
7
月

集
計
値
：
「
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思
う
」
の
計

目
標
指
標
の
趣
旨
：
子
ど
も
の
個
性
や
能
力
向
上
の
目
安
と
し
て
、
の
び
の
び
と
育
っ
て

い
る
と
思
う
人
の
増
加
を
目
指
す

目
標
値
の
捉
え
方

 
5年
後
の
目
標
：
5
0％
を
目
安
に
2
％
程
度
の
増
加
を
目
指
す

1
0年
後
の
目
標
：
さ
ら
に
5
％
の
増
加
を
目
指
す

（
担
当
：
学
校
教
育
課
）

（
担
当
：
子
育
て
支
援
課
）

思
う

1
8
.9
%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思
う

2
8
.9
%

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

2
3
.6
%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思
わ
な
い

9
.6
%

思
わ
な
い

7
.4
%

わ
か
ら
な
い

7
.8
%

無
回
答

3
.8
%

子
ど
も
が
地
区
で
の
び
の
び
育
っ
て
い
る

- 
1
0
 -



１
 
輝
き
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
４
）
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
学
校
教
育

11
耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
数

耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
数

耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
数

耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
数

1
0
年
前

9
年
前

8年
前

7
年
前

6
年
前

5年
前

4年
前

3
年
前

2
年
前

1年
前

基
準
値

5
年
後
目
標
値
10
年
後
目
標
値

備
　
考

H9
H1
0

H11
H12

H
13

H1
4

H15
H16

H
17

H1
8

H1
9

（
平
成
24
年
度
）（
平
成
2
9年
度
）

7
7

7
7

7
7

7
7

6
6

5
0校

0
校

（
H
19
年
度
）

説
明

出
典
：
教
育
総
務
課

基
準
：
各
年
4
月
1
日
現
在

＊
基
準
値
5校
の
う
ち
3
校
が
H2
0
に
廃
校

　
残
り
2
校
（
第
四
小
学
校
、
二
ツ
井
小
学
校
）
は
H
2
0
か
ら
着
工

目
標
指
標
の
趣
旨
：
良
好
な
教
育
環
境
の
目
安
と
し
て
、
耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
を
な

く
す
こ
と
を
目
指
す

目
標
値
の
捉
え
方

 
5年
後
の
目
標
：
耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
す

1
0年
後
の
目
標
：
耐
用
年
数
を
超
え
る
学
校
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
す

（
担
当
：
教
育
総
務
課
）

0 2 4 6 8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

7
7

7
7

7
7

7
7

6
6
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１
 
輝
き
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
参
考
資
料
）

（
４
）
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
学
校
教
育

12
耐
震
基
準
を
満
た
す
学
校
数

耐
震
基
準
を
満
た
す
学
校
数

耐
震
基
準
を
満
た
す
学
校
数

耐
震
基
準
を
満
た
す
学
校
数

1
0
年
前

9
年
前

8年
前

7
年
前

6
年
前

5年
前

4年
前

3
年
前

2
年
前

1年
前

基
準
値

5
年
後
目
標
値
10
年
後
目
標
値

備
　
考

H9
H1
0

H11
H12

H
13

H1
4

H15
H16

H
17

H1
8

H1
9

（
平
成
24
年
度
）（
平
成
2
9年
度
）

1
0

1
1

12
1
2

1
2

12
12

1
2

1
2

12
1
2

1
4校

全
校

（
H
19
年
度
）

説
明

出
典
：
教
育
総
務
課

基
準
：
各
年
4
月
1
日
現
在

＊
H
2
0
以
降
、
耐
震
改
修
が
必
要
な
学
校
数
は
4校

目
標
指
標
の
趣
旨
：
良
好
な
教
育
環
境
の
目
安
と
し
て
、
す
べ
て
の
学
校
が
耐
震
基
準
を

満
た
す
こ
と
を
目
指
す

目
標
値
の
捉
え
方

 
5年
後
の
目
標
：
4
校
の
う
ち
2
校
の
耐
震
工
事
を
行
う
こ
と
を
目
指
す

1
0年
後
の
目
標
：
残
り
2校
の
耐
震
工
事
を
行
う
こ
と
を
目
指
す

（
担
当
：
教
育
総
務
課
）
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H
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1
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